










































Inside Story about that.
技術導入の３段階
① Go abroad to know. 自分たちで見聞を広めに行く。各藩からの幕末の密航。維新後の岩倉使節団（明治 4<87>
年  月 2 日から明治 6<873> 年 9 月 3 日まで、出発時には、太陰暦が使用されていたが、帰国に際しては太陽
暦に転換されていた。
　この使節団は条約改正を主目的としたが、同時に当時の政府のトップが直接西洋文明に触れることとなった。
　その後、明治 22（889）年に大日本帝国憲法が発布され、翌 890 年に帝国議会が開催されるまでは、太政大臣制で、
この場合の政府メンバーは選挙によって選ばれた訳ではない。
使節；46 名、随員；8 名 留学生；43 名　全権大使：岩倉具視、木戸孝允、大久保利通、伊藤博文、山口尚芳、何礼之、
福地源一郎、久米邦武→『特命全権大使米欧回覧実記』　　　
中江兆民、金子堅太郎、団琢磨、津田梅子、山川捨松、大鳥圭介、新島襄、牧野伸顕など。最も長く滞在したのは、
英国の 4 ヶ月、次が仏国 2 ヶ月、独逸 3 週間と、この段階で、日本がどの国をモデルとし始めたのかが推測される。
＜上記の地図については、以下のウエッブページを利用した。＞ http://www.sa-yu.net/blog/2009/07/0086.html
② To Employ for Knowledge. 優秀な技術者を雇う。「お雇い外国人」
　明治政府が雇用した、「殖産興業」のための学者、技術者たち。約 20 年間に、2690 人が確認できる。
　Brittish イギリス人 1,127 人 主として、工部省
　Americans アメリカ人 414 人 民間教師、北海道開拓使
　French フランス人 333 人 軍隊　後に 885 年から独逸式に転換
「どのようにして日本は日本と西洋の技術・知識を通じて台湾を開発したのか」 29
　German ドイツ人 215 人 文部省、工部省、内務省
　Dutch オランダ人 99 人 民間、船員、河川技術　　　　　　その他 252 人
お雇い外国人は高額報酬　　太政大臣 ; 三条実美→月俸 800 円、右大臣 ; 岩倉具視→ 600 円　　造幣寮支配人ウィ















































建造した嘉南大圳で、灌漑面積は十五万甲に達した ｣     [ 国立編訳館 :2000: 八四 ]、中学生向け国定台湾史教科書『認
識台湾　歴史篇』997 年。
　八田與一は、明治 9 年２月 2 日石川県河北郡今町村（現、金沢市今町）で生まれた。）四高を経て、明治 42
「どのようにして日本は日本と西洋の技術・知識を通じて台湾を開発したのか」 223
年東京帝大工学部土木学科在学中に広井勇教授の薫陶を受ける。卒業後台湾総督府土木局 office に勤め、大正３年
浜野弥四郎のもとで衛生工事 sanitation, public health に従事、大正５年桃園の設計・監督を行う。大正９年嘉南






ディア号に撃沈され殉職。56 歳であった。昭和 20 年９月１日、妻外代樹は與一を追うかのように、烏山頭ダム（珊










5 万ｈａに対し、灌漑排水の設備を施し、水稲、甘蔗の農産物の増加を図ることにあった。開発された土地 5 万ｈａは、香
川県とほぼ同じ面積にあたる。
　  　この水開発のために、水源を曽文渓及び濁水渓から求める。まず、曽文渓の水を官田渓で締切り、堰堤の烏山頭ダム（官田





　  　烏山頭ダムの諸元は、堰堤盛土の高さ 56 ｍ、堰堤頂部の長さ ,273 ｍ、最大貯水量１億 5,000 万 m3、満水面積 6,000ha、堰
堤付近水深 47 ｍ、ダム形式はセミ・ハイドロリックフィル工法（半水成式工法）である。企業者は嘉南大圳組合（現台南市）、
施工者は、大倉土木組（現・大成建設）が主であるが、鹿島建設、住吉組、黒板工業の企業も参加した。
　  　また、給排水路 drainage の総延長 extention, length は１万 6,000 ｋｍで、地球半周近い距離 half a circuit of the earth とな
った。総事業費 5,43 万円、現在では、5,000 億円以上要するであろう。この総事業費のうち、約半額は国庫補助で、残りは
受益者負担 beneficiary であった。
　  　完成によって嘉南平野 5 万ｈａの地域は水稲、甘蔗の作物が大増産となり、組合員の負担費は回収されることとなった。




石油 petrol が噴出 eruption し、爆発事故 explosion accident が起こり、死者が 50 余名を数えた。だが、與一はこのことに屈
することなく、信念を持って、部下達を督励し、最も地盤の弱かった地点を無事乗り切った。
　  　②もう一つの試練 trial, pinch は、大正 2 年９月１日の関東大震災が起こった時である。この大震災により、日本は政治、
経済、社会面で大混乱となり、その影響は、台湾にも波及した。嘉南大圳事業の大幅な補助費 subsidy の削減となり、組合員
organaisation の半数が人員整理となった。與一が一番辛いときである。





が、そうでない者が再就職するのはなかなか難しい。今、これらの者の首を切れば、家族共々路頭に迷う turn sb adrift こ









　 　  　土木技師としての矜持が、アメリカのダム権威者ジェル・デー・ジャスチンとの技術論争で現れる。
　 　  『與一が、こうしたオ−バ−フロ−方式による余水吐を設計していたのに対し、ジャスチンは、貯水池内に円筒型の
余水塔を造り、送水口と同様の余水吐にすべきであると論じていたのである。
　 　  與一は、翻訳する一方で、反論書を書き上げなくてはならなかった。
　 　  與一は、アメリカ土木に対する、日本土木の挑戦者になっていた。
　 　  ここで、ジャスチンの意見が、総督府に取り上げられ、大変更を余儀なくされることになれば、自分に対する信用が、
一夜にして消え去るだけでなく、日本の土木界がいつまでたっても自立できない、模倣の時代が続くことになると
思っていた。
　 　  與一は、三日三晩を要して、ジャスチンの意見書に対する反駁書を、日本文と英文でまとめ上げ、総督府に提出した。』
　 　  この反駁書によって、與一は、総督府、ジヤスチンに対して、説得できた。
　 　  嘉南大圳事業にあたっては、烏山頭出張所を含めて、宿舎、小学校、病院を建設し、また、娯楽施設をつくり、與一は組
合員とともにゲ−ムに興じている。




　 　  嘉南大圳事業の完成後、八田與一は、昭和 0 年８月福建省の灌漑事業調査、昭和 5 年  月海南島の発電事業と水利事業
調査、昭和 6 年５月日本、朝鮮、満州の主なダム視察を行った。このとき、朝鮮鴨緑江に建設中の水豊ダム、満州第二松
花江に建設中の豊満ダムを視察、さらに黄河と揚子江をみてまわっている。また、昭和 7 年４月 25 日、建設中の小河内
−




コットランド人ウィリアム・Ｋ・バルトン Burton（856 ～ 899）の助手となった。その後、後藤新平民政局長
Secretary of Taiwan Civil Government, Goto Shinpei の要請によって、二人で台湾の上下水道の施設を施工した。
八田與一は、この水道工事に一時期従事している。これにより、台湾の上下水道〈water supply,　sewage〉の整
備がなされ、公衆衛生の土台が築かれた。〈旧台北帝国大学＝現在の台湾大学にほど近い場所に、自























　バートンは著名な写真の専門家 specilalist in photography でもあり日本の写真史にも大きく貢献している。彼は
日本の写真家小川一真らと親しい関係を結び、小川や鹿島清兵衛らについての論説をイギリスの写真誌に寄稿した。
小川とバートンは日本写真会（the Photographic Society of Japan,　在留外国人や日本人富裕層のアマチュア写真
家・職業写真師のための日本初の同好会）の創立メンバーとなっている。888 年の磐梯山噴火、89 年の濃尾地
震という大災害に際しては、大学の依頼 request で被災地 disaster area に赴き、惨状 misery, or brutality を撮影し、
ダムを視察、工事用ケ−ブルクレ−ンをみることが主であった。その半月後、５月８日、東シナ海沖で與一は帰らぬ人と
なったのである。
　 　  以上に関しては、公益社団法人「土木学会」をはじめとするサイトを参照した。
−
渡　辺　邦　博226
被害の実態 real condition of damage を世に知らしめた。 彼はまた日本初の重力式コンクリートダムである布引五
本松ダムの計画案作成のほか、東京初 first skyscraper の摩天楼として知られる浅草の凌雲閣 Ryounnkaku の設計
などにも携わった。　896 年、バートンは日清戦争 the Chino-Japanese War の勝利によって日本の植民地となっ
た台湾に向かい、台湾の公衆衛生向上に貢献した。894 年に結婚した日本人妻との間にもうけた娘を伴って英国









Episode, Sherlock Holmes, Arthur Conan Coyle(859-930)
http://www.youtube.com/watch?v=pc3r7JA36FU
